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吸収分割による特別利益の計上及び「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 

 当社は、本日発表の「平成 29年３月期第１四半期決算短信」において、吸収分割による特別利益を計

上するとともに、「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消することといたしましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 吸収分割による特別利益の計上について 

当社は、平成 28年４月１日付「会社分割による単独通所介護事業の承継に関する吸収分割契約締結

の件」のお知らせのとおり、平成 28年６月１日を効力発生日として単独通所介護事業を承継会社に譲

渡し、対価として 4,400,000 千円を受領いたしました。この対価をもって当第１四半期に 3,440,347

千円の特別利益を計上いたしました。 

 

2. 「継続企業の前提に関する注記」の記載の解消について 

当社は、前連結会計年度において、今後の成長事業として取り組んでおります総合ケアセンター事

業の過年度における集中的な先行投資による初期赤字の累増を主因として債務超過となり、かつ資金

繰りの先行きにリスクがあることから、「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。 

  この事態に対処して、上記のとおり単独通所介護事業の対価とよる特別利益を計上して、当第１四

半期末において債務超過を解消いたしました。またすでに金融機関からの借入金等有利子負債を一括

期限前返済いたしました。 

  その結果、当社の財務体質は大幅に改善され、借入返済の圧力も消滅して資金繰りは安定を取り戻

しております。 

  一方、営業損益面では、当面過年度の先行投資による営業損益の赤字が残りますが、新規投資の抑

制と既開設のセンター事業拠点の稼働率向上により、赤字幅は縮小し収益は改善の方向にあります。 

 

  以上により、「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消いたしました。 

 

  当社は、引続き企業価値の向上に鋭意努めてまいりますので、株主・投資家の皆様におかれまして

は、今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。 

以 上 
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